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I. 背景

　我が国の乳がんの罹患率，死亡数は増加している．こ

のような状況を改善するためには，がん検診受診者の増

加が一つの方策であるが，我が国における乳がん検診の

受診率は，欧米と比べて著しく低い．がん検診受診行動

に影響を及ぼす要因については，これまで主に欧米にお

いて，生活の質等の健康にかかる状況，乳がんの知識等

の特質について報告が為されている．しかしながら，我

が国の一般女性において，生活の質等の健康に係る状況

や乳がんの知識等の特質が乳がん検診の受診状況とどの

ように関連があるかということについて，実際に乳がん

検診受診状況を確認し，その関連性を詳細に検討した報

告は我々の知り得る限り無い．

II. 目的

　地域の一般女性を対象にその個人が持つ健康プロ

フィール，睡眠習慣，健康管理能力，健康情報の入手及

び乳がんのリスク因子の知識について調べ，それがその

後の乳がん検診受診行動とどのように関連するかを検討

する．

III. 方法

　秋田県にかほ市の２地区に居住する，平成２２年度女性
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４０，４５，５０，５５及び６０歳の女性８５３人を対象とした．

　健康プロフィール，健康管理能力，睡眠習慣，健康情

報の入手の状況は，それぞれ日本語版EuroQol （EQ-5D），
Perceived Health Competence Scale（PHCS）日本語版，
Pittsburgh Sleep Quality Index（PSQI）日本語版，Barriers 
to information access scale（BIAS）の各指標を用いて調
べた．乳がんのリスク因子の知識については既存研究に

基づきそれぞれ４段階で質問票を用いて調べた．全リス

ク因子を統合した得点，主要な５つのリスク因子（肥満，

飲酒，子供を産んだことがない，初潮や閉経に関する事

柄，遺伝）を統合した得点について，それぞれ３分位で

検討した．また，乳がんのリスク因子ではないが一般に

乳がんの原因と考えられている要因についても同様に質

問票を用いて調べた．これらの質問票は，乳がん検診

クーポン券を送付する際に同封して配布された．対象者

はこのクーポン券を用いて期間内に市内の指定された医

院等においてマンモグラフィー検査を無料で受診するこ

とができた．対象者の乳がん検診受診の状況は，この

クーポン券の使用の状況を調べて確認した．

　対象となった８５３人のうち，２３１人から質問票の回答を

得た（回収率：２７％）．そのうち，厚生労働省は２年に

一度の乳がん検診を推奨しているため，適正な受診をみ

るため，１年以内に既に乳がん検診の受診あった人を除

外した．さらに，乳がんの既往歴ある人を除外し，１１１

人を本研究の対象とした．

　健康プロフィール，健康管理能力，睡眠習慣，健康情

報の入手及び乳がんに知識と乳がん検診受診との関連に

ついてロジスティック回帰分析を用いて検討した．その

際，年齢，BMI，運動量，過去の乳がん検診受診につい
て調整した．

IV. 結果

　４２人（３８％）がクーポン券を使用して乳がん検診を受

診した．乳がん検診を受診しなかった人においては６０歳

代の人が高い割合でみられた．乳がん検診を受診した人

においては，運動量が高く，アルコール摂取量が若干高

い傾向がみられた．また，乳がん検診を受診しない人に

おいて，これまで一度もマンモグラフィー検査を受けた

ことがない人が多い傾向がみられた．

　最も多くの人が正しく認識していた乳がんのリスク因

子は，遺伝（８１％）であった．次いで，たばこ（６５％），

食事（５６％），子供を産んだことがない（５１％），年齢

（５１％）であった．肥満，飲酒，初潮や閉経などの生理

に関する事柄，内服の避妊薬，閉経後ホルモン補充療法，

子供を母乳で育てない，睡眠習慣，運動不足に対する正

しい認識は，いずれも５０％未満（２８～４８％）であった．

　健康プロフィールが低い人において，乳がん検診を受

診しない傾向がみられたが，関連は有意ではなかった．

睡眠効率の低い人には乳がん検診を受診しない傾向が示

唆された（オッズ比：０.１７，９５％信頼区間：０.０４-０.８２）．
アルコール摂取及び食生活が乳がんのリスクと関連があ

ると答えた人において，乳がん検診を受診しない傾向が

示唆された（アルコール摂取：オッズ比：０.２９，９５％信
頼区間０.１０-０.８６，食生活：オッズ比：０.２６，９５％信頼区間
０.０９-０.７２）．乳がんの主要な５つのリスク因子の知識の
スコアを合計して算出した値が高い人においては，乳が

ん検診を受診しない傾向が示唆された（オッズ比：

０.２５，９５％信頼区間：０.０７-０.９０）．

V. 考察

　健康プロフィールと乳がん検診受診との関連はすでに

いくつかの研究で指摘されている．本研究でも，健康プ

ロフィールが低いほど乳がん検診を受診しない傾向が示

唆された．

　本研究では乳がんのリスク因子の知識はそれほど高く

なかった．主要な乳がんのリスク因子の知識がある人に，

乳がん検診を受診しない傾向が示唆されたが，本研究の

参加者では，乳がんの家族歴がある，飲酒量が多い，ま

たは，子供を産んだことがない人がほとんどいない．乳

がんのリスク因子がない人では，リスク因子の知識は乳

がん検診を受診することにつながらない可能性がある．

　本研究は充分な参加率が得られず，得られた結果の一

般化には限界があると考える．しかしながら，アジア人

を対象とした健康に関わる要因及び乳がんのリスク因子

の知識と乳がん検診受診との関連を検討した研究はほと

んどないことから，本研究結果は貴重な情報となるであ

ろう．乳がん検診クーポン券を直接，対象者に送り，医

療機関受診後に回収されたクーポン券で乳がん検診受診

を確認したことが本研究の利点であると考える．

VI. 結論

　健康プロフィールが低い女性において乳がん検診を促

す仕組みの必要性が示唆された．また，乳がんのリスク

因子の知識の普及啓発と同時に乳がん検診受診勧奨が必

要であると考える．


